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天　然　染　料　の　簡　便　な　染　色　法

三重大教育　○木村光雄、光華女短大　中嶋哲生、滋賀県短大　清水慶昭

　目的。天然染料は一般に合成染料に比ぺて染色の方法が面倒であるという難点を有して

いる。中でも、紅花、紫根、茜、藍などは古くからの代表的な天然染料であるが、これら

はそれぞれに抽出や吸着、発色の方法或いは媒染の方法が異なっており特に煩雑である。

もし、これらの天然染料をその種類を問わず、同一の簡便な方法で染色することが出来れ

ば、天然染料の難点の一つを解消することが出来るであろう。そこで、演者らは色々の方

法を検討した結果、若干の知見を得たので報告する。

　方法。紅花の花弁（または花餅）、紫根、茜、築藍などをそれぞれ乾燥し粉砕したものを

使用した。これらをいずれも適量とって、分散染色法を準用して染色した。すなわち、こ

れらの粉末をロート油と共によく練り、水を加えて染浴とした、これに絹および木綿白布

またはアルミニウム先媒染した絹および木綿布を投入し、それぞれの染料に適した温度で

30分乃至１時間染色した。

　結果。いずれも従来の染色法に匹敵する染着量を得ることが出来たが、必要に応じてこ

の染色方法を反復すれば、さらに濃色を得ることが可能である、例えば、紅花の場合、ア

ルカリ抽出、吸着、酸発色という面倒な操作をすること無しに絹には黄味赤色、木綿には

紫味赤色に染色することが出来、予め赤色素のみを分離しておけば、絹も簡単に美しい紫

味赤色を得ることが出来る。また、紫根および茜の場合は、抽出無しにアルミニウム先媒

染布を投入することにより、築藍の場合は還元すること無しにそれぞれ簡単に紫色、赤色

および青色を得ることが出来る。
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ハナキリンアントシアニン色素の生産とその化学的性質

日本ペイント中研　○山本好和　早瀬智子

京郡女大家政
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　　　片山　明　坂田佳子

や葉の先端に含まれているアントシアニン色素をバイオテクノロ

る条件を見出し、更に得られた色素の化学構造とその化学的性質

する染色性を明らかにすることを目的とした。

ハナキリンの葉からカルスを誘導し、得られた培養細胞の申から、赤

細胞を。細胞小集合体選抜方法によって選抜した。色素高生産株を、

培養し。アントシアニン生産に最適の培養条件を確立した。液体培養

塩酸酸性メタノールでアントシアニン色素を抽出し。溶媒分画法．H

　各種機器分析によってその化学構造を。シアニジンー３－アラビノ

た。このハナキリンアントシアニンの色調は, U Vスペクトル測定に

顕著に変化し、P H 2 以下の強酸性領域で、濃い紅色. 3～５では吸

. P H 7, 8では藤色i:なることを見出した

すると．p H 7 以上では色素は不可逆的に分

紅色に保つためにはP Hを2 以下にすること

確かめた。　ハナキリン培養細胞の抽出液

して、絹や羊毛を染色できること、またカチ

ルやアニオン処理アクリル、スルホエチルセ

色できることを確認した。

また．種々のp n環境

シアニジン-3－L－α－アラピノシド


